１９９７年度心療内科問題

Ⅰ．次の文章を完成せよ。

心身相関については古代ギリシャの時代から述べられている。その後の研究で、精神状態が身体症状に影響を及ぼすことはよく知られるようになってきている。一方、身体状態も精神症状に影響を及ぼすことがわかってきた。これまでの心身相関の研究については、１．  的研究と２．  的研究の２つの大きな流れがある。２． 的研究としては、３． の緊急反応や４． の全身適応症候群がよく知られている。そして現在では、神経・内分泌・免疫系のホメオスタシス系が研究の中心になっている。これらの３つの系は、これまでそれぞれ独立の系として取り扱われていた。これらの情報伝達物質には、５． 、６． 、７． などが含まれ、神経系、内分泌系、免疫系のそれぞれ各自の産物と考えられていた。しかし、これらの情報伝達物質は双方の系で産生され、使われていることが明らかになってきた。内的、外的ストレスに対して内部環境の８． を維持するうえで、これら３つの系は情報伝達の仕組を共有して総合的に生体調節系として働いている。また近年、心理的ストレスおよび精神状態などと免疫機能を研究する９． や、１０． などの学問分野も確立されてきている。

Ⅱ．Bio-psycho-socio-ethical approachについて説明せよ。

1997年度心療内科解答

Ⅰ
１．  基礎的

２．  臨床的

３．  Cannon（キャノン）

４．  Selye（セリエ）

５．  （例）アドレナリン

６．  （例）グルココルチコイド

７．  （例）IFN

８．  ホメオスターシス（恒常性）

９．  精神神経内分泌学

１０．  精神神経免疫学

Ⅱ

（解答例）

心身医学は神経症学から出発し、心身症学を経て、総合医学、全人的医療へと発展してきたのであるが、こうした心身医学概念の進歩に伴って医学・医療についての考え方として新たなるモデルが出現してきた。従来の病気中心の生物医学的モデルbiomedical modelに対し、患者中心で、人間を身体的・心理的・社会的存在として理解しようとするbiopsychosocial medical model（体と心と社会環境の相互作用への配慮）が1977年Engelによって提唱された。これをさらに発展させた考え方がbio-psycho-socio-ethicalアプローチであり、池見によって提唱されたものである。これにおいてはCT、MRI、臓器移植、体外受精、遺伝子操作など、高度の医療技術の進歩や、ターミナル・ケア、医療におけるquality of life(QOL)の重視などをも考慮に入れられており、心身医学的、全人的医療のあるべき姿とされている。

